
静岡大学の価値創造プロセス

教育の目標
●  多様な文化と価値観を尊重する豊かな人間性とチャレンジ精神を有し、高い専門性と国際感

覚を備えた、人類の未来と地域社会の発展に貢献できる人材を育成する。
研究の目標
●   真理を探究する基礎研究から技術開発や課題解決のための応用研究にわたる独創的な研究

を推進し、研究成果を国際社会や地域社会及び産業界に還元することにより、人類の知及び
学術文化の継承と発展に貢献する。

●   地域の知の拠点として、多様な研究を通して地域社会の発展に貢献するとともに、世界をリード
する研究に取り組み、研究上の強みと特色のある分野では世界的研究拠点の形成を目指す。
社会連携の目標
●  社会の中の一員として、社会に開かれた教育研究を推進するとともに、社会が直面する課題に

協働して取り組み、成果の発信と共有及び知と価値の共創を通して社会に貢献する。
●  地域社会と学生・教職員が相互に啓発しあう関係を構築するとともに、地域との協働による

課題解決を通して、地域社会の価値の創造と持続的な発展に貢献する。

●  地域イノベーションをリードする人材の育成や産官学金連携による共同研究、ベンチャー企業
の活動支援等を通して、地域の新産業・雇用の創出に貢献する。
国際連携の目標
●   諸外国と学生・教職員の幅広い交流や留学生の積極的な受入れを通して、グローバルに活躍で

きる人材を育成し、大学の国際化を推進する。
●   地域社会に根ざした国際連携を推進し、地域と手を携えながら、地域社会とアジア、そして世

界とをつなぐ、人や文化・産業の橋渡しの役目を果たす。

大学運営の目標
●  「自由啓発・未来創成」の理念のもと、教育、研究、社会連携・産学連携、国際連携の目標を

達成するため、経営基盤の効率化と適正化を図り、学問研究の自由を尊重した透明性の高い
大学運営を行う。また、国立大学としての社会的役割を果たすため、学生・教職員が持てる力
を充分に発揮できる環境の維持に努めるとともに学内外からの意見や批判を積極的に受け止
め、社会に開かれた大学を目指す。
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● 未来型科学技術の学びの推進
● 高度専門人材の育成
● 社会のニーズを捉えた教育プログラム

●  学際的研究推進のための
　プロジェクト研究所の設置
● 多分野にわたる共同研究拠点の形成
● 重点研究分野の戦略的推進

● 地域志向大学としての教育研究の推進
● 産官学金の連携強化による活動支援
● SDGs教育・推進活動

● 国際交流・国際教育の拠点の構築
● 地域・グローバル人材の育成
●  優秀な留学生の獲得と卒業・修了後の
　ネットワーク化

● 強靭なガバナンス体制の強化・維持
●  多様な背景をもつ学生・教職員
　支援体制の拡充・発展
● 自己収入の確保及び経費の抑制

更なる価値　　 の創出

INPUT OUTPUT

▼地域に必要とされる人材の輩出

▼  高度で専門的な職業を担い、世界で活躍
できる人材の輩出

▼地域課題の解決・地域社会の活性化

▼SDGsへの貢献

▼地域の知の拠点・世界的研究拠点の形成

▼新しい研究分野の発展

▼社会課題の解決及びより良い社会の実現

▼国際感覚と高い専門性を有した人材輩出

▼グローバルネットワークの形成

▼自律的かつ透明性の高い運営体制の確立

▼ダイバーシティへの貢献

▼安定的な財務基盤の確立

OUTCOMEVISION ＆ ACTION
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[ 静岡大学の目標 ]
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